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1. はじめに 北海道大学附属図書館で働いていた 2013







年 1 月に北欧フィンランドを訪問した I 。
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写真 2 Oulu University のScience and T echnolgy 




ネットワーク(I nformation Literacy Network 


















Oul Universty Libray は研究者に対す
る情報リテラシー教育を行う場を創出すべ
く、学内の関連部署に声を掛けて fTolbx
of Resarch (以下、 ToR)J という Wik を
立ち上げた。「いくらお金を持っていても 2
か月に一度しか会えないようなヤツじゃ駄目




















4. r図書館の仕事J を越えて と感じた。なお、 ToR は 201 年に欧州研究
次に個別事例として Helsin ki Uni ver sit y 図書館協会 (LIBER) の LIBER A ward for 
L ibra y と Oul Univ ers ity Libray の取り Libray Leadrship を受賞している。
組みを紹介したい。
5. フィンランド訪問から 1年 3 か月が経って























































の普及に成功している Tamper University 
Librayo 学生と協働して(むしろ学生が主
体的に)キャンパス内に新たな学習環境をデ
ザインするプロジェクト rLeanig HubJ 
を展開している Aalto University 。新しい中
央図書館が 2017 年(ロシアからの独立 10
周年にあたる)に上棟、 2018 年に開館予定
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プサイトに記載されている。
htp:/w.janu l. jp/operations/vers 
as/resul t. html#H25-1 
(最終アクセス 2015 年 2 月 26 日)
2) I常々考えていた」結果として講習会「国
連情報入門J を行った。
htp:/hd l. handle.nt215/2583 
(最終アクセス 2015 年 2 月 26 日)
(ちば・ひろゆき / 室蘭工業大学図書・学術
情報事務室 chiba@m.uroan-i t. ac 卯)
り
     
